
背部は茶色がかった青緑色 白色の斑点

腹部は淡黄赤色から白色

【形態】

【生態】

23．アメマス Salvelinusleucomaenis(Pallas) 図版７

英 名 white-spottedcharr

露 名
ク ン ヂ ャ

地方名(北海道） イワナ、エゾイワナ（ともに河川残留型 ）

漢 字 雨鱒、蝦夷岩魚

アイヌ語名 トゥクシシ

体の背部は茶色がかった青緑色で、腹部は淡黄赤色から白色。体

側と背部に、瞳孔と同じかそれより大きい白点がある。ふつう赤や朱色の点

はないが、北海道南部では淡い朱点を持つ個体もある。降海型 の白点はさら

に大きく、体の背部は緑青色、体側は銀白色、腹部は白色、背びれの上部と

尾びれの後縁は黒みを帯びる。河川残留型 の尾叉長 はふつう35cmまでで、

降海型は北海道では最大で77cmに達する。

本州に分布するイワナは体側に赤あるいは朱色の斑点を持つが、アメマス

とは同じ種 であり、亜種 よりも系統的に近縁な型 のレベルで区分されるの

が一般的。

従来、河川残留型はエゾイワナと呼ばれたが、この呼び名は最近ほとんど

使われない。北海道東部では、オショロコマSalvelinusmalmamalmaをイ

ワナと呼ぶことがあるので注意。

分布域は、朝鮮半島以北の沿海地方、サハリン、千島列島、カムチャ

ツカ半島などで、国内では最上川および利根川以北。北海道での分布域は知床

サケ目Salmoniformesサケ科Salmonidae
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【漁業】

半島以外のほぼ全域で、

湖や河川の上流域を中心

に生息するが、晩秋から

早春にかけてや、北海道

東部や北部では一年中、

中・下流域でもみられる。

北海道のアメマスは、

海と淡水とを行き来する

生活史を基本とする遡河

回遊型 の魚類で、成長の

過程で海に下りる降海型

と、一生を淡水で過ごす

河川残留型とに分かれ

る。河川残留型はほとん

どが雄である。川では水

温13～15℃の所を好むが、飼育実験では22℃でも活発に餌を食った。

降海型は尾叉長15～20cm、多くが満２～４歳でスモルト 変態 し、３～５

月に海へ下りて沿岸域で生活する。海では比較的岸に近い範囲を回遊 し、水

深20cmほどの浅い所にも現れる。その年の６～８月には川に戻り、冬を越し

た後、翌年春に再び海に出る。降海 や遡上 の時期は暖かい地域ほど早い。

このような春の降海、夏の遡上を数年繰り返し、雌は尾叉長32cm、雄は28cm

以上で性成熟 する。北海道西部の積丹半島では満２歳、18cmでスモルト変

態した個体の場合、満３歳で25cm、４歳で32cm、５歳で38cm、６歳で45cm

ほどになる。北海道南西部に生息するアメマスでは、初夏に遡上した後、初

冬に川を下りて沿岸域で冬を越すものもめずらしくない。

一方、河川残留型が成熟 する年齢と尾叉長は、雄で満１歳、10cmから、雌

で満２歳、16cmからである。

降海型、河川残留型いずれも数年にわたり繁殖を繰り返す。産卵期は９～11

月。多くのサケ科魚類と同じく、川底に産卵床 をつくる。卵はオレンジ色

から黄色、球形で直径4.9～6.2mm。雌１個体当たりの産卵数 はふつう降海

型で400～2,000粒、河川残留型で150～400粒である。

川では水生、陸生の昆虫を、海では魚類や甲 類を主に食う。

専門にねらった漁業はないが、北海道各地の沿岸では春から初夏

にかけてアメマスが混獲 される。北海道南西部の島牧漁協元町支所では４

～６月に主に定置網によって、毎年数百から2,000尾ほどのアメマスが漁獲さ
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北海道におけるアメマスの分布

（淡水魚保護協会、1980を改変）
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